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生まれかわる仙台市科学館

1 はじめに

仙台市では.昭和65年 1 0月の開館を目指して， 科学館

の新築移転を計画しています。乙の度， その実施設計が

まとまりましたので.概要をと報告いた します。

2 新築移転に至 っ た経緯

昭和27年， 主として学校教育における理科教育の充実

を図るため， 共同の理科室ともいうべきサ イ エンス ルー

仙台市科学館 主任指導主事 大津芳穂

ムを開設いたしました。そ ζ では，東北大学の教授 6 名

を運営委員とする指導体制のもと に，市内の中学校生徒

を対象と した実験指導等を行ってきました。

昭和43年，それを更に発展させ，都心にできたビノレの

地下 1 階(総面積約l ， 500rrO を賃借して，展示室・工

作室等を新たK設けた仙台市科学館が発足いたしました。

以来，社会教育・ 学校教育・展示教育の諸活動を通し

計画中の新科学館西側概観(完成予想図)
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て広く市民K親しまれ，知的 ・ 文化的要望に応えながら，

市民文化の向上Ir寄与する一翼を担ってまいりました。

しかし，地下である乙とや狭い乙と等の制約された条

件のもとに設置されており ， 屋外学習の場がない乙と ，

展示が過密である乙と ， 駐車場等の付得設備を欠いてい

る乙となどで，時代のニーズに応じた運営ができにくく

なってきていました。一方， 政令指定都市を目指して市

町合併が計画されている中で， 実験指導の対象となる学

校数の大幅な増加に対応して， 実験室 ・ 研究室等の施設

や指導体制を拡充する必要も出てきました。

そ乙で， 乙れま，での歩みを基盤として， 学校教育と積

極的な連携を図るとともに， 幼児から高齢者までの生涯

にわたる学習を支援し， 創造性を培うための研修の場 ・

学習の場 ・ 憩いの場としての市民の多様なニーズに応え

られるような，東北地方の中枢都市にふさわしい高度な

機能を備えた総合的で，かつ，開かれた，新 しいタイプ

の科学館創造を目指して，新築移転をする乙 とにいたし

ました。

3 . 建築の概要

都市の中に保存されている約60万 rrfの広大な台原森林

公圏内の北東部に建設いたします。そ乙は， 豊かな自然

Ir恵まれている乙とをはじめとして， 住宅地域との接点

である乙と ， 都市計画道路IC面している乙と ， 地下鉄旭

ケ丘駅から徒歩約 3 分である乙となど，科学館にとって

格好の場所といえます。 近くにできる青年文化センタ ー

や市民センタ 一等とともに仙台市の新しい文化ゾー ンを

形成する乙とになります。

建築面積は約5， 300 rrf，延床面積約1 1， 000 rrfの地上 5

階建といたします。 空が広がり緑の豊かな公園IC調和す

るような「橋」をイ メージさせる建物です。乙れは， 建

設する場所の地形や地盤に配慮したためでもありますが，

世紀をつなぐ橋になって欲しいという願し、でもあります。

構造上の特徴は大きなスパンになっている乙とです。

常設展示室4室と特別展示室 1 室それにエントランスホー

ノレは， およそ28m四方の柱のない空間となります。その

うち， 4 階にできる常設展示室 2 室は，天井までの高さ

が約 8 mで， 東商と西面は約28m x 6 mの巨大なガラス

窓になっています。 3 階のエントランスホーノレは， 高さ

およそ14mの吹抜けになっていて， 東面と西面はほぼ全

面がガ ラス窓になっています。 ガラスは反射コ ーテイン

クをした複層のものを使います。 自然の光をふんだんに

取り入れ. 外の森林公園の景色とのつながりをもった広々

とした空間となり ます。 特別展示室 1<::は吊り下げ型の可

動パネノレが装備されており ， 空間を自由に分割する ζ と

もできます。

施設のその他の特徴としては， 中学生の実験指導のた

めの実験室を 4室設けた乙と ， 学芸員や指導主事等の研
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究室を拡充したことをはじめ， 市民の利用に供する「市

民の理科室J í科学相談室J í図書資料室J í情報資料

コーナー J を設けた乙となとがあります。

建物のまわりには ， í自然観察園」や「岩石国j さら

に「科学遊園」を設けます。乙れは， 恵まれた自然環境

を十分に活かして， 科学館の屋外展示として位置つ‘けて

整備するものです。 例えは町， í岩石園J は ， いわゆる庭

園にするのではなく ， 教材園として各種の岩石の産状

(成因)κ視点をおいた造園をいたします。

4 . 屋内展示の概要

掛ヰ学館ですすめてきた 「事象の内に潜む理法(原理 ・

法則)を理解させる」という方針をベースに， 実際に展

示品に触れたり動か したりしながら ， 考えたり理解した

りするよ うな. 参加型 ・ 体験型の展示を主体にしていま

す。展示品を通して科学の原理 ・ 法則iζ触れ， 科学の本

質(合理性 ・再現性 ・ 普遍性)を認識し，推理力 ・ 判断

力 ・ 応用力等を養い， 楽しみながら科学する喜びを体験

できるように展示展開を したいと考えています。

したがって， 展示品を観せるのではなし展示品で見

せる乙とを心がけ， í目ではなし脳iζ感じさせる展示」

「教え込むのではなく ， 育つのを待つ展示J を目指す乙

とに しています。 来館者が自由な動線で学習できるよう

に展示品を配置 します。来館者が自分のあらゆる感覚と

機能を駆使して， 実感としてサイエンス(事実をとらえ，

事実iζ基ついて考え， 自分の意見を持つ営み)を学びと

れるようにしたいものです。

前lζ述べた巨大なガラス窓の常設展示室のうち ， 1 室

には自然、史系の展示，残る l 室iζは理工系の展示をいた

します。 3 階の常設展示室は 2 室をつないで生活系の展

示をすると とにしています。

【自然、史系の展示構成】

「科学の入口J と「ふるさとの自然」 という 2 つのテー

マで構成しています。

「科学の入口」では， 自然、のなかの「形Jí色J í模様」

「音」なと、を人間の持つ最も基本的な感覚を用いて調べ

る乙とによって，自然を理解する基本となる能力を育て

るようにします。展示の演出として. ジャングノレジムの

ように立体的に配置構成 して， 探検行動を通して調べる

フィ ーノレド観察の疑似体験ができ'る ものに します。

例えば， í種子 ・ 果実がし、 っぱし、」の所では， 植物の

種子や果実を多数集め， 種子伝矯の方法によって分類し，

実物やアク リノレ封入標本なと、を引出し式透明アク リ ノレケー

ス IC収納して展示します。自然界における形態や色彩の

共通性や多様性iζ気っかせる一助とします。

「ふるさ との自然、J のうち地学部門では， かつて仙台

に棲息していた ミヨコ ゾウやシオガマゾウ ， センタイゾ

ウ ， ステゴ ドンソ ウ，ナウ 7 ンゾウと， マンモスゾ ウ を
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中心lζ展開します。ソりを各地質時代の代表として，ま

た，仙台から地球的視野へ広げる紬として位置づけ，各

地質時代の生物環境や地学的環境をあらわす化石 ・ 岩石

や地殻変動のメカニズムのモテソレをともに展示します。

一方， ["ふるさとの自然」のうち生物部門では， 仙台

が奥羽山脈から太平洋i乙至る広大な市域の中，c，多様な

地理的環境と豊かな生物相を有しているととに着目し，

山，川，干潟，島を代表する植物， 昆虫， 鳥 ， ほ乳類を

中心lζ構成します。さらに，自然界全体の調和とつなが

りに目を向け，それぞれの環境における食物連鎖を生物

界のメカニスムとして展示します。

【理工系の展示構成】

「科学の入口」と「つぶとなみ」の 2 つのテー 7で構

成しています。

乙乙の「科学の入口」では， 現象の中の「長さ ・ 重さ ・

時間 ・ 温度j を人間の持つ最も基本的な惑覚を用いて調

べることによって， 現象を理解する基本となる能力を育

てるようにします。 したがって展示する実験装置は，数

量測定ではなく「見て ・ 聞いて ・ 触れて」という五感で

比較して認識できるものだけにします。乙の体験によっ

て， 長さ ・ 重さ ・ 時間 ・ 調度なと自然科学の基準となる

ものに気づかせるようにします。乙れは， 数量化や同数

化・ 法目IJ化へと深まる科学の一般的な方法の土台になる

ものと考えています。

「つぶとなみJ では. 乙の地球上のすべての物質はたっ

た 1 00種足らずの元素の組合せて、できている乙とや， 身

のまわりの基本的な現象には，物質の粒子性や波動性の

面から説明できるものが多い乙とに着目し ， 元素の周期

律iζ関する ζ と，7J<や空気iζ|渇する乙と，電子のふるま

いに附すること，光や音 'c閲する乙となどをい くつかの

実験装置を中心iζ して展示します。乙れらの展示は，展

示室全体を元素の大周期表iζ見立てて，代表的な元素と

関連づけて配置します。

【生活系の展示構成】

人類の知恵が乙れまで築き上げてきた科学技術が私た

ちの日常の生活と深くかかわっている ζ とに着目し ， 趣

味や遊びも含めて身近な生活を科学の目でとらえなおす

場とする展示をします。衣や食iζ関する乙と，健康に関

する乙と ， 気象情報lζ関するとと，電気器具や各種道具

に関する乙と，ロボッ 卜 や自動車iζ関する乙となどの展

示のほか，科学的好奇心をよび起乙すプレイラン ド的な

コーナーや趣味を生かすカノレチャーセンター的性格のコー

ナ一等を設けます。展示室全体，c約65mの模擬街路をつ

くり，各種の店舗が軒を連ねているように演出 して配置

します。

5 おわりに

かなり特色のある科学館になるものと思っています。

いよいよ着工するにあたり，全国の会員皆様の一層の乙

指導と乙協力を賜りますようお願い申し上げます。

自然史系展示の完成予想図
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第17回 全科協博物館事業研究会に参加して

研究会参加者に，感想や乙意見をお願いしましたと乙

ろ， 多数の方々から貴重なと意見や提案をいただきま し

た。回を重ねる毎に， 内容を充実させるべく努力をして

おりますが， まだまだ不十分な点があるかと思います。

参加者の方々の声は， 次回の研究会の参考となるばかり

か，具体的な内容や実施方法についての提案などもあっ

て，事務局の励みとなるものばかりでした。

紙面の都合もあ!って， 全ての方の乙感想を掲載できな

い乙とをお詫びしますとともに，感想をお送りいただい

た方々にこ乙に厚くお礼申しあげます。(事務局)

.このたびの全科協事業研究会に初めて参加させていた

だき，その内容の濃さに啓発される乙とが少なくありま

せんでした。特に広く教育問題の中で少年の社会教育の

重要性をと らえ られた乙とは有益であ りま した。心から

感謝しております。

公民館からの参加者は少なかったのですが，秋田県で

は今後町立の施設や公民館が指定される傾向もありま

す。博物館のような施設をもたず，それがあっても遠く ，

全くの自然にと、っぷりつかって研究する乙とになります。

乙のたびは，乙のような研究のしかたについても，実

践発表やとい指導のあっ た乙と，また情報も交換できた乙

とはとても参考になりました。

今後とも施設のみならず，あるがま まの自然に親しみ

ながら科学する乙との喜びをご指導いただけますようお

願し、いたします。

(秋田県 ・ 横手中央公民館館長 土田惇)

.今回の事業研究会に参加でき ， 今後の博物館活動のあ

り方等について， 大変参考になった。それと同時に， 日

程 ・ 内容等1[.無駄がなく運営にあたられた先生方Ir.深く

感謝したい。

全科協理事長の諸津正道先生の講演は， 最近の教育事

情をもとに，科学博物館の進むべき方向について多くの

示唆を与えられた。

青少年科学活動についての事例発表，研究協議では，

生涯学習の立場からも， ζの事業の重要性を，あらため

て痛感させられた。欲を言えは句， 各県の取り組み状況に

ついての資料，協議の時間がもう少しほしかっ た。

千葉大学教授坂元昇一氏の講演では，今後の学校教育

と社会教育における科学教育のあり方について適切な指

導があり，大変感銘を受けた。

国立科学博槻官附属教育園矢野亮氏の講義と実習では，

自然観察指導について多くの事例が出され大変参考になっ

た。特lζ， ヒキガエノレの糞をもとにヒキガエノレの食べ物

を調べる実習は， 今後，少年団活動等で活用していきた

し 、。

以上，乙の三日間における研究会の内容等についての

感想を述べたが，今後も大学の先民方の講演，研究協議

等は続けてほしいと思う。

今後のテーマとしては. í生涯学習と科学博物館J とい

うような内容を希望する。

(鹿児島県立博物館学芸主事脇忠雄)

.青少年科学活動指導者研修を受けさせていただいたと

縁で， 今回の研究会にも参加させていただきました。正

直申し上げて，場違いなと ζ ろへ来てしまったかナと い

うとが第一印象でした。けれども 3 日間の内容は，どれ

をとってもすばらしし日頃専門研修の機会に恵まれに

く い環境にあり ますので，大いに勉強になりました。 研

究会の感想などを， との乙とですが，
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(1) 諸民事先生のお話では， 学校教育に関係する者と し

て. 1 クラスの人数は20-30人が適当ではなし、かとおっ

しゃった乙 とが残っています。文部省には，何とか早

く実現をお願し、したいものです。

(2) 青少年科学活動の実践例の発表では，指導者の方々

の熱意と活動の成果は感動的ともいえましょう。毎日

を乙どもたちとの実験です乙している私にとっては，

安全性にとらわれるあまり，いささか積極性に欠ける

指導になっていたかもしれないと反省もいたしました。

(3) 坂本先生のお話では教育の根本にかかわる乙とを

教えていただきま した。 今まで学校教育といつでもあ

いまいな概念しか持っていませんでしたから，明確な

視点を与えられ，これからの事業計画の判断のよりど

乙ろにもなります。

(4) 矢野先生の実習やスライドを交えたお話からは，

青少年活動の具体的な指導法を多数示唆していただき

ました。できれは今度は自然教育園で. í指導の実際」

について研修会を設けていただければ私どもセンター

でも取り組みやすくなると思うのですが

(5) 研究協議については部外者ではありますがもう少

し，時間をとる必要があったように恩います。

(6) 最後の板橋区の施設見学は一言でいって， とても

おもしろかったです。先を急ぐあまり，美術館など見

学しなかった乙とが今では心残りです。閉じような小

自治体関係者としては，大変参考になりました。昼食

もぬきで， 参加者のお世話して下さった担当者の方々 ，

ほんとうにありがとう ζざいました。
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今後も充実した研究会が開かれます乙とを期待して

います。世話役の方々に感謝しています。

(杉並区立科学教育センター 鈴木展子)

.私は，今回乙の研究会lζ初めて参加させていただきま

した拭感じたととを書かせてもらいます。

まず〉諸j宰館長が， ボランティアの必要性について話

をされていましたが， 当館でも40名余りのボランティア

がおり，毎月行う星を見る会などを主に協力していただ

いております。しかし ζ のメンパーの中で館長のお話の

中たあったような意識を持った人は故þtJ~ 、と思います。

やはり、お手伝しげといった感じが正直なと乙ろだと思

います。乙れは，館側の指導?悪いと思うのですが， 今

後館長の言われたような人材を育成していくためには

具体的にどのようにしたらよいか， 乙の辺りのお話を聞

きたかったです。 (ζれを今度のテーマにしては? ) 

次K， 坂本教授は， 科学博物館がなすべき事の基本的

な考えを話されてみえましたが， 乙れから行事を組む上

で，大変参考になりました。また， í 日本の科学博物館

は， 統ーした基本方針に基づき運営していく必要がある」

と思いますが，その面においても意義ある講演であった

と思います。

最後の実習では， ペ リ ッ 卜 や， カエルのフンを分析す

る作業をしました。乙れは， 個人的には， 興味がありま

したし， 別の視野から見た場合iζ新たな発見も生まれる

乙とがあるので悪いとは思いませんが， 各館の特色があ

りますので，分科会等を作って実際K役iζ立つ実習の方

が良いような気が致しました。

(H科学館)

.著名な先生方の講演を直に拝聴する事が出来， 研究K

研究を重ねた，素晴らしい， 野外観察指導法を伝授いた

だし、たム進んだ事例発表も聴く事が出来， どれを取っ

ても大変得る物がありました。本当にありがとう乙ざ い

ました。

私費参加だったので，自家用車で参加させていただき

御迷惑をかけました。あらかじめ，資料等を持って来て

欲しい旨の依頼の手紙がありましたが，たいした物は準

備出来なかったと思います，少々残念です。中味は申し

分ありませんでしたが，日頃の活動の中での悩み等を話

し合う時聞をもう少し持てれば，さらに実りある研究会

ではなかったかなと思います。来年も参加出来るもので

あれは私費でも参加 したいと思っています。大変御苦労

さまでした。今後共よろしくお願し、いたします。

(秋田県立岩城少年自然の家岡本正)

圃今回の研究会で社会教育とはを考えさせられました。

ユース VoI.18.No.5 

乙の仕事を始めて10年を過ぎ，頭の中K何か， もやもや

としたものがあったのですが， それが少し見えてきたよ
うな安めiします。講義， 実習見学会と計画を立てられた

方々， !蔀射し、たします。ど苦労様でした。乙れからの仕

事に一部でも生かせればと思っております。

と乙ろで，的外れの乙とかもしれませんが ! ?

今回参加者の中 K.私を含めてプラネタ リ ウム担当の職

員が何人かおりました。プラネタリウム館の全国的な集

りは，メ ー カ一色のある 2 団体，その他 I 団体と 3 つに

分かれています。それを 4 つにしてしまう結果にな っ て

しま ってはまずいのですが， 全科協の中でもプラネタリ

ウムをとりあげていただきたい(正確な言葉がみっかり

ません)天文という分野は実見に非常にとほし し、。そ乙

でプラネタリウムの果たす役割も多々あるのではい ， し

かし， 現在の乱立ぶりを見るに， 内容， 担当者の不十分

さが非常に目だってなりません。科学博物館として， そ

ろそろプラネタ リ ウム館を考えてみてもいい時期なので

は， ないでしょうか。

分科会方式の導入もあって~，~、かもしれません。ちが

う分野の方の意見を聞くのもためになります。その配分

がむずかしいあもしれませんが

υ 11 口市立児童文化センター 松田正彦)

.鳥羽水族館では， 昭和61年度 ・ 62年度と青少年科学活

動を実施してきました。しかし，実施にあたっては様々

な問題点が生じ， それらの解決のヒントを得るとともに，

活動をより充実させる ζ とを目的として今回の研究会に

参加させていただきました。

矢野氏の講義は， 野外観察の対象が植物中心でしたが，

動物の観察にも相通じると乙ろがあり ， 特に興味深く聴

かせていただきました。

研究協議では， 少年科学活動を実施するにあたっての

留意点問題点とその解決策などについて， 現場に即し

た活発な討論を期待 していたのですが， 時間の都合もあ

り ， 十分な協議は行う乙とができませんでした。今後，

研究協議を行う際には， あらかじめ協議テーマを決めて

おき， 参加者それぞれがそのテー 7K対する資料を用意

する乙とにより ， より有意義な協議ができるのではない

かと思います。

また，今回の研究テーマは「青少年の科学教育J とし、

う乙とで，科学の様々な分野で教育活動を行っておられ

る方々が参加されていましたが， 各分野ごとの協議会

(生物 ・ 天文・機械など)を行う時聞を設けるととによ

り，より活発な意見交換ができるのではなし、かと思いま

す。 青少年科学活動は，他の実施施設と意見交換する場

が少なく，乙のような研究会が行われる意義は大きいと

言えます。 今後 も乙のような研究会には積極的1[.参加し
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ていきたいと考えています。

(鳥羽水族館 馬場俊幸)

.今回の研究会へ初めて出席させていただき ， 大変勉強

になりま した。 三日間ある日程の中第一日 目のみ参加で

乙迷惑をおかけし申し訳ありませんでした。

特に文部省補助事業である科学活動促進事業の事例発

表を聞かせていただき参考になるとともに自分のやって

いる乙とに自信もでできま した。

ただi 参加者が乙の事業を実施している方々が総べて

で=なかったので情報交換までな らなかっ たのが残念でし

た。

私どもも， 乙の事業を暗中模索で実施していますので，

乙のよ うな会が来年も持たれればと思っ ております。

できれば， ζの事業だけの会が実施でき る 乙とを望み

ます。 よろしくお願い します。

(館名 ・ 氏名末記入)

.たった 3 日間の研究会であったが，講演， 実習， 博物

館見学とたいへん有意義なものであっ たと思います。講

演の内容の中K， 展示のあり方についてお話しがあり ま

したが， 私どもの施設は主体がプラネタ リウムという こ

とで， なかなか展示の見直 しまで手が回らないのが現状

です。 しか し ， 博物館としての魅力は， 楽しめる展示物

である と考えます。長期展望のもとに， 少しでもよい展

示を考え，取り入れていくように努力していき たいと思

います。また坂本先生には， たいへんすば ら しい講演を

聞かせていただき ， ありがとう ζ ざ いま し た。 我々のプ

ラネタリウム iζ も， 星の会という組織があり ますが， 作

業をする場がないζ と ， 月 K一度の講演会とい う乙とで

交流を深める場がもてない等の問題点がた く さんありま

す。 そ乙で ・ 83度より新しくジュニア クラスを開設し，

会員同志や解設員との交流を深めてい くよう ， ま たボラ

ンティ アと して積極的に参加できるような形で養成して

いきたいと思っています。

実習や， 博物館見学では他館の方々 といろいろな話し

ができた乙とは， とてもよかったと思っています。もっ

と広い視野を持ち，いろいろなものを見て， 吸収 してい

かなければならない と痛感しま し た。

(五島プラネタ リ ウム 米道薫)

.青少年の科学教育に関する諸先生方のお話しをお聞き

し， 当館て‘行ってきた社会教育事業のあり方iζついて新

たな見直しが必要である乙 とを再認識した しだいです。

社会教育を同じテーマで長年続ける乙とは， それなり に

有効ですが， 反面マンネ リ化によ る幣筈も生じます。マ

ンネ リ化は社会教育本来のあるべき姿を見失ないます。

実施する乙とで満足していたのでは，教育効果と して良

い結果は得られません。子供達のための教育が目的であ

るからには， 子供達が楽し く学べるための内容や方法に

ついて， いつ も心掛ける乙 とが必要である乙 とを改めて

痛感した次第です。

博物館の社会教育事業と して行う青少年の科学教育を

より一層充実させるために， 今回のような研究会を数多

く実施していただきたいと思います。 また， 討議，実習

の時間が多く持てるよ う に 乙検討願えれば幸いです。

(東海大学海洋科学博物館博物課山内稔)

実習中の参加者

・今凪研究会に参加するにあたり， スケジュ ー ノレを拝

見して， 講演の時間が長い事， テーマが野外観察を主と

していて当館の活動とは直接関係がない事等の思由によ

り， 退屈するのではないかと恩われましたが， 実際に参

加してみて大変満足致しました。

第ーに講師の方々の話術が巧みでしたので長時間の講

演にもかかわらず飽きる事なく興味深く 拝聴出来ました。

ま た野外観察という事についてもいろいろな事例をス

ラ イ ド等によって見せていただき(実習も楽しかっ たで

す) 参考になりました。 私の職場の回りは豊富な自然に

恵まれていますが，それ故lζ普段何気なく 見過としてい

る事が多く，改めて身の回りを振り返ってみると学ぶべ

きものが多々ある事に気づきま した。当館に工作等lζ通っ

てく る子供達がいますが， 近く の河原で弁当を食べる時

でも一緒lζ 自然観察等してみたい と思います。もっ と も

計画的かっ長期的に行な う事は難しし、かも知れませんが

せっかく 恵まれた環境にありますので将来的Kはそれを

生かした活動が出来れば等と考えてお り ます。(その前

に自分自身の勉強が必要ですが ー 。)
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最終日の施設見学が自由形式であった為， 他の参加者

の方々と話をする時間が充分とれて有意義な情報交換が

出来ま した。プラネタ リ ウムの関係等で顔なじみの方々

もおられたり，新しい人達と も知り合う事が出来た りで

満足してお り ます。同じような職種の人達が全国から集

まって話し合うという乙とは特にスケジューノレを決めて

いな く ても， 大変意味のある事だと思います。
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最後に今後希望するテー?としては，理工系の手づく

り展示品の製作例紹介だとか，子供向けの実験(原理原

則的な事柄をいかにおもしろく実験で再現するか)等，

出来れば取り上げて頂きたいと思います。しかしテー?

に乙だわらず，広くいろいろな事例を体験する事，乙の

ような研究会に参加する事自体意味のある事だと思いま

す。開催時期としてはやはり ， 繁忙期をはず し た11- 3 

月頃が適当かと恩われます。

(大町エ不 Jレギ一博物館上原達宏)

.乙の種の研究会は，地方の職員にとっては，情報交換

の場としても， とても参考になりました。

施設の大小は異なっても， 職員の基本的な考えは同じ

であると思います。

国立科学博物館での研イぎ場所は，見学も兼ねられて，

有効でした し講演会も参考になりました。

時間配分も適当であった し， 実習はユーモアの中で，

時間のすぎるのも忘れるほどでした。実習は印象強く，

乙のような乙とが，いろいろ指導 していただし 近くの

人々は， 科学の自がますます大きくなる乙ととうらやま

しく思いま した。

「友の会J IC も私は入っていますが，機会をみて参加

したいと思います。

関係者の皆様方， 大へんお世話さまになりました。

(郡山市児童文化会館 保科直根)

....-肉、，、，、，、'^'"‘'"、-、..._、'"、，、，、，崎、，、‘，、d向、，、.戸、，、凶側、炉、，匂戸、，、J、"..".、，、，、、，、，、'"、"""、，、圃・._，、，、-、，、J、d側、戸、，、，、，、.".、，、，、戸、，、."、，、'‘、，、"'"、-'"

お知 らせ

全科協米国科学系博物館視察研修

全科協の主催する海外科学系博物館視察研修は， 第 5

回自になります。今回アメリカ合衆国内の代表的博物館

を14日問視察研修する企画を立てました。

科学系博物館の職員と して， 一度は見学しておきたい

博物館をコ ー スに組み入れました。乙の機会1[， できる

だけ多くの方に参加していただき ， 展示や教育普及活動

等の現状を学んで， 各館の今後の発展に役立たせていた

だきたいと思います。

期間 昭和63年 1 2月 7 日(水) -1 2月 20 日 (火 ) 14 日間

日程の概要

12. 7 東京発19時，サンフ ランシスコ着

(サンフランシスコ泊)

12. 8 エクスプロラ トリ ウム等視察研修 ( " ) 

12. 9 サンフランシスコ発 ニューヨーク着

(ニューヨーク泊)

12. 10 自然史博物館視察研修 (ニュ ー ヨーク泊)

12. 11 ニューヨーク発 ワシ 卜卜 ン D. C. 着

(ワシトトン泊)

12. 12 国立航空宇宙博物館視察研修(ワシト トン泊)

12. 13 国立自然史博物館視察研修 (ワシトトン泊)

12. 14 ワ シト 卜 ン発 シカゴ着

12. 15 科学産業博物館視察研修

(シカゴ泊)

(シカ ゴ泊)

12. 16 シカコ発 ロスアンゼノレス着

(ロスアンゼ‘jレス t白)

12. 17 カノレフォノレニア科学産業博物館視察研修

( ロ スアンゼ‘ノレス 1白)

12. 18 ロスアンゼ〉レス発 ホノルノレ着(ホノノレノレ泊)

ビショッ プ博物館視察研修

12. 19 ホノルノレ発 (機中泊)

12. 20 東京(成田)着 1 3時55分。解散。

参加賀 44万円(12名以上)

申込み 所定の申込用紙による

問い合わせ全科協事務局 奥野 ・ 森 ・ 若宮

電話 03-822 -0111 FAX 03-824-3298 
詳細については，募集要項(申込書付)をと覧くださ

い。募集要項を ζ希望の方は，上記の全科協事務局宛lζ

乙連絡くださ い， お送り し ます。

0全科協加盟 2 館から東レ理科教育賞に入賞。

第19回東レ理科教育賞(昭和62年度)の奨励作を全科

協加盟館の札幌市青少年科学館学芸員補 高橋庸哉氏，

京都市青少年科学センタ一指導主事 長谷川治夫氏が，

それぞれ受賞した。

高橋氏は， r雪結晶レプ リ カ法への身近な材料の応用」

(中学第二分野)の中で，カラスチック(ポ リ スチレン)

と修正液のうすめ液(トノレエンなど)の入手しやすい材

料て， 雪結晶の レプリカ作製，観察ができる方法を紹介

し，中学往レベノレの自由研究や博物館等の教室で行える

内容をまとめた。

長谷川氏は， ['注射器とプ リ ンカップを利用した呼吸

測定器J ( 中学第二分野)で受賞，呼吸による二酸化炭

素の発生量を定量的に， 生徒一人一人が容易に測定でき

る器具を開発した。

62年度には，全国の中学校・高校，教育センタ ー，博

物館・科学館から合計145件の応募があった。 科学系博

物館からの応募はまだまだ少ないので， 全科協加盟館園

から数多くの事例が応募される乙とを期待 し ます。

また， 63年度の募集については， すでに各館宛に応募

要領等が送付さ れていますので， 乙参照くださ い。

なお， 東レ理科教育賞の受裳作品集が刊行され， 受賞

作品が詳しく紹介されていますので， ζ希望の方は下記

宛IC，お問い合わせください。
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干 103 中央区日本橋室町 2-3- 16 (三井 6 号館)

財団法人 東 レ科学振興会

電話 03- 245 -5918 
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東金 、・圃 ど も 科学館

TOGANE SCIENCE CENTER 

東金乙 ども科学館はAV&Cの最新機器を駆使して

地域の ζ どもたちに ， また地域住民に情報を提供した

り発信したりする基地として . (財)東金文化会館の

館内1(.設けられた複合施設である 。

昭和62年 7 月 iζ開館し，千葉県東金市を核とした山

武圏域市町村の住民をはじめ千葉県内各地から大勢の

入館者を迎えてい る。

入館は無料であり，単1(.展示活動のみならず科学教室

を開催したり，都合のよい日 ， 時聞に一人でも参加で

きる「お母さんのパ、ノコン教室」の実施などの啓発活

動にも力をいれている。

1. 施設の概要

展示室面積 500 rrf 

企業協力展示 東京電力コ ー ナー . NTT コーナー

500 nfの館内は，宇宙船のキャビンを模して設計さ

れ，ソ フィックス コーナーとパソコンコーナーの左右

に並べられたモニタ 一群はコックピットを思わせるよ

うにな っている。

また， 地元企業が協力展示をしてくれてい る。

2. 展示概要

.イ ンフ ォ メ一、ノョン

ヒーテ‘オテックスワ ー クス テーションをスタンドアロ

ンとし， 館内の各コーナーの説明を21インチモニター

で繰り返し流してい る。

.パソコン コ ーナー

乙どもたちにパソコンに親しんでもらお うと. MS 

X2 規格のノfソコン 10台が用意ðれている。ゲーム

を通しパソコンに慣れ， プログラムを組みたい子iと

は個別指導もする。「お母さんのパソコ ン教室J も

ζζで連日のように開催されている。

.ネ イ チャ ーノマネノレ

映像ソ ースとして， 情報容量の大き いプロ 7 ビカの

静止画像を使用して， 地域の自然映像と地図ノマネノレ

を合成して紹介している。

.サイエ ンスシアタ ー

100イ ンチプロ ジェ クター 2 台をはじめ， ビデオディ

ス ク . VTR. パソコン. TV映像などが 2 つのス

ク リ ーンiζ映して， ミニシアターになる。
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( 283 千葉県東金市八坂台 1 -2107 -3 

電話 (04755 ) 5 -6211 (代)

館長 山崎洋右

パソコンコーナー展示室

.サイ エンスレビ‘ュー

7 つの映像提供コーナー とテレビ万華鏡コーナー

3Dコ ー ナーカiある 。

.ソフィックスコ ー ナー

簡易キーパッドを押すと当館のキャラ クタ ー“とん

ちゃん " が様々な クイ ズを出題。楽しい科学の学習

コーナーである。

モニター画面上に付属のペンで絵をかく乙と もで

きる。 ζれは保存もでき . 後で端末から出して見る

乙ともできる。

+AVスタジオ

オリジナノレ番組制作のためのスタジオがあり ， 各種

の効果やクロマキーなどが手軽にできるようにな っ

ている。来館者iζはクロマキ一体験のサー ビスがある0

.ワ ークショップ その他

各種科学工作や相談活動ができるように16名が収容

できる。 他lζ，画像作成装置「フレームクリエーショ

ンシステム J. 山武圏域の立体地図を用いて電気との

関わりを説明した東京電力コ ーナーやTV-TEL.

キャプテンシステムなどを展示したNTT コ ー ナー

などがある。
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